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2-1. 政策デザインの先進事例は？

デンマーク

デンマーク・デザイン・センター
トップレベルの承認が

政策デザインをドライブする

チリ

ガバメントラボ
公務員とデザイナー

双方に共感し、チャレンジする

イギリス

Policy Lab
多様な専門性を持ったチームが

複雑な課題の解決を導く


シンガポール

Innovation Lab
正解を追い続けるのではなく、


「なぜ？」を問い続ける


スウェーデン

Vinnova
デザイナーの役割は

政策と実践を一致させること

台湾

台湾デザイン研究院
デザインのプロセスに

市民を巻き込み、ともにつくる

2. 海外事例 9

今回、JAPAN+Dプロジェクトチームは、政府レベルや行政機関の中でデザインアプローチの取り組みを進めている6つの国・地域のリサーチを行いました。先進事例であるデンマーク、

イギリス、スウェーデン、日本と同じくアジア文化圏であるシンガポールと台湾、欧州やアジアと異なる文化圏に属する南米・チリ。次ページ以降で詳しく見ていきます。




















3-3. デザインアプローチを進めるポイントは？

一人ひとりの目線に立つ

マクロ的な視点で社会課題を解決するた
めの仮説を立て検証するのではなく、届け
たいユーザー一人ひとりの目線に立ち、
具体的な課題やニーズを深く掘り下げる。

違和感、疑問から始める

すでに課題設定されたものに対する答え
を探すのではなく、行政職員が個人として
感じた疑問や違和感から問いを立てると
ころからスタートする。



Phase 1

発見して

Phase 2

結晶化して

Phase 3

アイデア、コンセプトにして

Phase 4

つくる、伝える

ユーザーとともに創る

行政内や 一部の有識者だけで政策を
立て、実装するのではなく、実際のユー
ザーたちとともに、アイデアを発想し、コ
ンセプト化する。

試し、改善する

まずプロトタイプ（サービスの試作）を
ユーザーに試してもらい、そこから得た
フィードバックを活かし、さらに磨き込ん
だうえで、実装する。

ユーザー一人ひとりに寄り添い、ニーズを深く掘り下げること。そこから得たアイデアをユーザーに試し、改善を繰り返しながら社会に実装することがポイントです。

政策の課題設定 政策の実装

3. 政策デザイン導入のポイント 18



4. JAPAN+Dについて 19

4-1. JAPAN+Dが目指す未来
JAPAN+Dでは、以下のミッション（目指す社会のあり方）およびバリューズ（行動指針）を掲げています。

日本の行政にデザインアプローチを取り入れ、
人に寄り添うやさしい政策を実現します

Mission

Values

「探索」
 私たちは、これまでのフレームに加えて、未来起点で課題を探索します

「問い」 私たちは、徹底的なユーザーリサーチを通じ、本質的な問いをつくります

「共創」
 私たちは、多様な価値観を尊重しつつ、仲間と共創します

「改善」 私たちは、省庁の垣根を越えた課題であっても、積極的に改善に挑戦します

「実装」 私たちは、一人ひとりに共感される政策をつくり、 責任を持って届けます





4. JAPAN+Dについて 21

4-3. JAPAN+Dのアクション

政策づくり

新しい政策立案プロセスへの挑戦

人に寄り添う政策を実現するため、政策立案プロセスへのデザインアプローチ手法の導入にチャレンジします。

ナレッジの蓄積と共有

実践を通じて得た新しい知識と経験を組織に蓄積し、発信・共有します。

組織づくり

政策デザイン導入チームの設置

省内で意志あるメンバーを募り、政策へのデザインアプローチ導入を推進するための横断的な組織を設置します。

デザイン導入のための外部人材登用

政策へのデザインアプローチ導入について対話・伴走できるデザイン人材を省内に登用します。

政策デザイン教育の実施
教育プログラムにより、政策企画立案におけるデザインアプローチを理解した、多様な視点に共感できる職員を育
成します。

仲間づくり

国内での仲間づくり

行政へのデザインアプローチ導入に関するデザイナー、企業、自治体、省庁等どのコミュニティを形成・拡大し、日本
の新たな政策立案プロセスを考えます。

海外での仲間づくり

海外の政策デザインに取り組む地域・機関との関係を構築し、世界で新しい政策立案に挑戦する組織と、知識・経
験を共有します。

JAPAN+Dでは、「政策づくり」「組織づくり」「仲間づくり」を通じて、人に寄り添うやさしい政策の実現を目指します。






